
小
牧
議
員
は
、
い
ま
市
民
の
暮
ら

し
が
大
変
な
な
か
、
そ
の
暮
ら
し
を

支
え
地
域
経
済
を
応
援
す
る
政
治
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
菅
内
閣
は

全
く
逆
。
む
し
ろ
「
自
民
党
返
り
」

と
も
い
う
べ
き
状
況
が
生
れ
て
い
る

だ
け
に
、
地
方
自
治
体
の
役
割
が
一

層
重
大
に
な
っ
て
き
て
い
る
、
と
し

て
、
政
府
交
渉
の
取
組
・
そ
こ
で
の

成
果
も
紹
介
し
な
が
ら
、
市
長
の
政
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開
会
中
の
守
山
定
例
議
会
は
１３
日
、
１５
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
小
牧
議
員
は
、
国
政
と
市
民
の
く
ら
し
と
の
関
わ
り
で
、

い
ま
焦
点
と
な
っ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
や
先
の
政
府
交
渉
の
内
容
を
ふ
ま
え
な
が
ら
赤
野
井
湾
の
水
草
除
去
対
策
、
雇
用
促
進
住
宅
問
題
、
国
保
の
広

域
化
の
問
題
、
さ
ら
に
、
市
道
吉
身
野
洲
線
の
拡
幅
な
ど
９
項
目
に
わ
た
っ
て
質
問
し
ま
し
た
。 

 

治
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。
主
な
テ

ー
マ
の
質
問
と
答
弁
を
紹
介
し
ま

す
。 

 

《
小
牧
》
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定
）
が
締
結
さ
れ
れ
ば
、

日
本
農
業
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、

い
ま
で
も
低
い
４０
％
の
食
料
自
給
率

は
１４
％
に
ま
で
低
下
。
農
業
の
損
失

だ
け
で
な
く
、
地
域
経
済
に
も
、
く

ら
し
に
も
、
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ

す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
、
市
長
の
認
識

を
問
う
。 

《
市
長
》
国
土
保
全
、
自
然
環

境
の
保
持
、
農
業
事
業
者
へ
の
所

得
の
安
定
と
い
っ
た
支
援
策
が
確

立
さ
れ
な
い
限
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は

参
加
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。 

 

《
小
牧
》
民
主
党
政
権
が
進
め

る｢

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム｣

で
大
き
く
変
わ
る
の
は
、
市
町

村
の
保
育
実
施
義
務
が
な
く
な
る

こ
と
。
契
約
方
式
が
園
へ
の
直
接

契
約
に
な
り
、
保
育
料
も
利
用
時

間
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
応
じ
て
自

由
に
設
定
で
き
る
、
と
い
う｢

応
益

負
担｣

に
な
る
。｢

保
育
に
欠
け
る｣

子
ど
も
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る
危

険
性
も
あ
る
。
守
山
市
と
し
て
市

町
村
の
実
施
義
務
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
る
の
か
。 

《
市
長
》
市
と
し
て
は
新
シ
ス

テ
ム
が
施
行
さ
れ
て
も
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
必
要
な
保
育
サ
ー
ビ

ス
を
確
保
し
、
全
て
の
子
ど
も
・

子
育
て
家
庭
に
良
質
な
サ
ー
ビ
ス

を
し
っ
か
り
提
供
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。 

 

《
小
牧
》
赤
野
井
湾
、
木
浜
内

湖
の
水
草
繁
茂
と
水
質
浄
化
の
取

組
み
に
つ
い
て
、
異
常
繁
茂
の
要

因
に
は
、
琵
琶
総
に
よ
る
水
位
の

低
下
が
あ
げ
ら
れ
る
。
水
草
対
策

を
、
国
に
対
し
し
っ
か
り
要
望
し
、

対
策
を
提
案
す
る
こ
と
が
必
要
。 

《
市
長
》「
琵
琶
湖
総
合
保
全
計

画
」
第
二
期
計
画
が
策
定
中
。
守

山
市
が
国
や
県
に
要
望
し
て
き
た

こ
と
が
計
画
に
反
映
さ
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
ハ
ス
の
刈

り
取
り
は
、
県
が
来
年
度
も
実
施

す
る
。
木
浜
内
湖
は
水
質
浄
化
の

た
め
の
護
岸
整
備
が
行
わ
れ
、
今

後
も
順
次
整
備
さ
れ
る
予
定
。 

 
ＰＴＦＥ＋酸化チタン

（ＴiO2）光触媒微粒子 

市が説明を受けたテント膜の最外層 
ＦＥＰ＋酸化チタン

（ＴiO2）光触媒微粒子 

太陽工業が証言したテント膜の最外層 

● …何とも不可解な話です。●…実はさかのぼること７ 

年前。守山駅西口のシェルター建築工事。屋根のテント膜に

使用した材料が『ＰＴＦＥ＋酸化チタン』か、『ＦＥＰ＋酸化

チタン』か、どちらか。この点が問題になっています。●…

納入業者は、指名競争入札により東京に本社をおく（株）太

陽工業。同社は当時、「使用しているテント膜は、『ＰＴＦＥ

＋酸化チタン』光触媒のコーティングによって、自然界の汚

れがテント膜につきにくく、雨に洗い流されるので、屋根の

清掃が必要ない」と説明していたのです。●…ところが最近

になって、この材料の特許権をめぐり、同業者Ａから太陽工

業が訴えられる裁判があり、１０月の一審判決では、「使用し

たのは『ＰＴＦＥ＋酸化チタン』ではない」との太陽工業の

証言が採用され、被告側が勝訴したのです。●…つまり、「Ｐ

ＴＦＥの樹脂の表記は誤記」であり、正しくは「ＦＥＰ＋酸

化チタン」だと…。 

●…裁判そのものは、特許権をめぐる企業間の争いなので

すが、公共事業の材料が入札時の材料と違っていた、という

ことになれば、ちょっと問題ではないか、小牧議員が１２月

議会で取り上げたのはこの点です。●…膜屋根工事は 2,884

万 8,430 円。材料が違えば、工事費も当然変更になるはず。

大切な市民の税金の使われ方、という点でも見過ごせません。

●…「きちんと検証すべきではないか」という小牧議員の指

摘に、市は「膜材料は仕様書通りのものが納入されている。

ガラス繊維素材にＰＴＦＥがコーティングされその最外層に

ＦＥＰがコーティングされている。当初の材料と違った材料

が納入されているのでは、との指摘だが、太陽工業の製品を

指定しているから、同じものが使用されていると認識してい

る」というもの。 

●…どっちが本当なの…。不可解であることは確かです。 


